
      

   

新たな担い手等による今後の水源地域振興のあり方に関する検討会 

 

開催趣旨 

 

これまでの水源地域振興は、ダムの建設によって基礎条件が著しく変化すること

となる地域における住民の生活再建や地域振興を主な目的として土地改良や道路

整備、公民館整備などハード整備を中心に実施されてきた。 

健全な水循環の維持・回復のためには、水源地域を活性化し将来にわたって存続

させていく必要があるが、人口減少、少子・高齢化、産業の衰退等の課題を抱え、

水源地域の地域住民や地方公共団体が自らの力のみで地域振興を継続していくこ

とが困難な状況となっているばかりか、存続自体も困難になりつつある地域も見ら

れることから、ハードでの対策のみでは限界がある。 

一方、企業や NPO など地域内外の多様な主体が社会貢献等の観点から水源地域振

興に取り組む事例が増えてきている。本検討会は、こうした先進的な事例も参考と

して、今後のソフト施策を中心とした水源地域振興のあり方、特に新たな担い手の

積極的な導入・育成等についての検討を目的として開催するもの。 

 

 


